
令和２年度 大阪府立刀根山高等学校 第２回学校運営協議会 

 

日時：令和２年 12月 14日（月）午後３時～午後４時 30分 

場所：校長室 

出席者：成瀬副会長、仲委員、山本（重）委員、宮下委員、山本（彰）委員 

    安田校長、赤岸事務長、川村教頭、大坪首席、木原首席、越智教諭、川西教諭、 

濱本教諭、下鶴教諭 

１ 開会 

 

２ 校長挨拶 

 （安田校長） 

第２回も多忙な中ご参加いただき、ありがとうございます。本日は今年度の取り組みに

ついて協議いただき、次に令和２年度学校経営結核評価と令和３年度学校経営計画（案）

についてご審議いただきたい。 

 

３ 各行事対応について 

 （川西教諭） 

  新型コロナウィルスの影響により、体育大会・文化祭ともに開催するかどうかを含めて

検討した。近隣校の対応や生徒達との話し合いの中で感染症対策を徹底しながら実施す

ることになった。 

  文化祭は、９月 25日に実施した（一般参加なし）。３年生は受験前であるため、生徒た

ちから「負担が大きい」という声があがり、クラス単位での参加はせずに他学年等への観

覧者と有志発表者としての参加のみになった。開始後しばらくはマスクの着用しない生

徒が多数出るなどの混乱が生じたが、改めて全体に指導した結果、それ以降は落ち着いた

雰囲気の中行われた。 

  体育大会は、10月２日に実施した（保護者の観覧なし）。例年より、各団の応援席の間

隔を広げたり、実施競技毎の参加人数を減らしたりして、生徒たちが密にならないように

実施した。 

  新型コロナウィルスの影響で例年以上に、各行事について考える良い機会になった。生

徒たちとも話し会いながら、来年度の各行事の実施内容について検討していきたい。 

 

（川村教頭） 

   12月 8日～11日、北海道へ２年生の修学旅行（スキー講習を主である）を実施した。

大阪・北海道の状況が悪化する中での実施だったが、滞在先の新得町に感染者が発生し

ていないこと、現地の医療機関の状況が通常通りに診察を受け入れていることを確認

して現地へと赴いた。滞在期間中、大きな怪我や高熱を発する生徒もでず、全員で帰阪



することができた。この状況下の中で感染症対策を徹底してくれた生徒たち、２年学年

団の頑張りに感謝している。 

 

４ 今後の ICT端末について 

 （安田校長） 

  来年度に向けて学校に情報端末の整備が進められている。導入予定なのは Chromebook

である。 

教員用端末は、クラス数分の配備になっているが、できるだけ多くの教員が活用できる

ように、府の予算の範囲内で 40台弱の購入を年度内に行う予定ある。 

  生徒用の端末は、来年夏ごろまでに全生徒分は配備される予定である。 

  生徒用はリース形式となる模様。 

  今後、この端末をどのように授業に活用するかを本年度内から検討していきたい。 

 

５ カリキュラム等について 

 （越智教諭） 資料有（教育課程表（46期 2022年入学）） 

  令和４年度入学生から新学習指導要領となり、カリキュラムの改訂を検討している。現

在、特に注視しているのが、大学入学共通テストにどの科目が必要になるかである。本校

は大学入試をする生徒が大半を占めるため、カリキュラムへの影響が大きいと考えてい

る。 

 

 （大坪首席） 

  令和４年度より、各科目の評価の中に従来の考査素点や平常点を用いた数字での評価

だけでなく、観点別評価が導入される。本校では、教員研修等で周知と検討を進めている

が、特に「生徒の主体的な取り組み」についての評価について、教員の主観が大きく入り

こむことが予想されるので、難しさを感じている教員が多い。 

 

 （木原首席）資料有（44期１年生総合的な探究の時間について、「２年生総合的な探究の

時間」実施概要」） 

  総合的な探究については、２年生、１年生で実施している。１年生は資料の調べ方、グ

ループワークのスキル習得、個別の探究などを実施している。２年生は大学の学部・学科

調べ、ロジカルシンキングの手法、ディベートの実践などを実施している。３年生では生

徒ごとに個別のテーマを設定して、各自での課題探究を実施していきたいと考えている。 

６ 生徒指導について 

 （下鶴教諭） 資料有（令和２年度生活指導部報告） 

  毎年、全校生徒に配布している生徒手帳を廃止して、３年間家庭で保存してもらう「学

校生活の手引き（仮称）」を作成している。 



  12 月４日現在の問題行動・遅刻指導の件数を示した。１学期は昨年度より期間が短か

ったので前年度と比較して減少しているが、期間が長い２学期でも減少している。特に３

年生は大きく減少している。進路が決まる 

  登校時のマナー等について、近隣の方から登校マナー等についてご注意いただくこと

もあるが、そのたびに普段の指導に加えて、生徒たちへ注意喚起を行っている。 

 

７ 進路指導について 

  ３月まで自分の希望する大学を目標にして頑張るように指導している。今年度は指定

校推薦の合格者が 61名であり、各家庭の入試に対する安全志向（早く進学先を決定した

い）の傾向が推測できる。まだ、進路が決定していない生徒もいるので、頑張らせている

ところである。 

  公務員を希望している男子生徒１名が、池田市・吹田市・摂津市・箕面市に合格し、現

在、行く先を検討している。 

 

８ 学校経営計画 （安田校長） 

 令和 2年度の学校評価について本年度の重点目標ごとに説明と評価を説明します。 

 各項目について評価指標と評価を示し、報告した。 

 新型コロナ感染症の影響がある項目についてもお示しした。 

 令和 3 年度が校経営計画案については総じて令和 2 年度と大きな変化はないが、追加す

る中期目標を説明した。 

 ①中期的目標１－(2)-イとして追加する。「総合的な探究の時間と連動して、キャリアに

ついての学びの機会を設け、自分の希望進路に近づく。 

②中期的目標２－(1)-ウとして追加する。「総合的な探究の時間」や授業を通じて、論理的

思考や課題解決力表現力を育成する。 

③中期的目標２－(2)-ウとして追加する。生徒用端末導入により ICTを有効的に活用し、学

びを充実させる。 

 これに伴い、この中期目標から今年度の重点目標と指標を次回お示しします。 

 

９ 協議    

（１）各行事対応について 

（宮下委員） 

（今回の話を聞いて）随分いろいろな対応をしていただいていることが理解できた。良

かったと思う。 

 （成瀬副会長） 

  学校も各対応が大変であったと思う。 

 （安田校長） 



  生徒たちへの学校行事の影響の大きさ、大切さを改めて感じた。 

 

（２）ICT環境について 

 （宮下委員） 

  来年度に向けて前もって準備しているのは良いと思う。私立はもって進んでいると

感じている。公立高校では対応は大変だろうが頑張って欲しい。 

 （安田校長） 

  デジタル教科書の活用など、全生徒が端末を持つメリットを生かしていきたい。 

 （成瀬副会長） 

   中学校には全生徒に情報端末（iPad）が整備された。まずは、生徒達への利用方法の

説明の時間をとる必要があった。授業では NHK for Schoolなどを活用しているが、各

生徒によって視聴するタイミングが異なるため、イヤホンの用意を検討している。また、

端末にインストールされているアプリにドリルがあり、紙のドリルの代わりに活用し

ている。課題として、端末の家庭への持ち帰りや学校での保存方法などがある。 

 

（３）カリキュラムについて 

  （成瀬副会長） 

   総合的な探究についての説明で「個別の探究」について詳しく教えて欲しい。 

  （木原首席） 

   １年の個別の探究では、テーマを部活動または教科について絞って実施した。生徒に

よって課題解決に対しての取り組みには差はあるが、今年はテーマについて考える機

会ととらえている。特に優秀な探究をした生徒の作品を発表させようと考えている。 

   ２年生になったら、地域と進路についてのテーマ設定を行い、フィールドワークもや

っていこうと考えている。 

 

（４）生徒指導について 

  （仲委員） 

   刀根山高校の生徒に対する近隣住民の方からの意見を読ませていただいた。私も朝、

刀根山小学校の登校時間やその後の時間（7:45～8:30 の間）に毎日立っているが、ほ

とんどの刀根山高校の生徒は挨拶してくれるし、横断歩道もきちんとわたってくれる

ようになっている。先生方も地域の人達が生徒たちを見守ってくれているということ

を理解していただき、生徒の指導をお願いしたい。 

  （宮下委員） 

   遅刻が少ないのはどんな原因がありますか。 

  （下鶴教諭） 

   ３年生は遅刻だけでなく欠席も少ない。例年は進路が決定する生徒が休みだす時期



ではあるが、今年はそんな生徒も少なく生徒たちは「学校が好き」だと感じているよう

に思える。新型コロナウィルスの影響で休校期間が長く、学校に登校できなかった影響

もあると思われる。 

   （山本（彰）委員） 

   娘も休耕期間中は「学校に行きたい」とよく言っていた。今も楽しそうに学校に登校

していて、親として喜んでいる。 

 

（５）その他 

  （成瀬副会長） 

   中学校ではいくつかの学校行事が実施できず、学校が楽しいと感じる生徒が減って

いるようである。刀根山高校が行事を保障しているのはすごいことだと思う。 

  （山本（重）委員） 

   生物エコ部の生徒たちが公民館や地域の活動に積極的に参加してくれています。箕

面市でのイベントや空港の干渉緑地での生物観察、小学校のビオトープの整備に活躍

しています。学校経営計画の評価の参考にして欲しい。 

  （成瀬副会長） 

   新型コロナウィルス対策で学校は大変だと思いますが、生徒たちのために頑張って

ほしい。 

（６）学校経営計画について 

 （成瀬副会長） 

  校長より説明がありましたが、意見はないので、これで進めることをお願いします。 

 

１０ その他   特になし 

 

１１ 校長謝辞 （安田校長） 

  ご協議いただきありがとうございます。 

  

１２ 閉会 

 

 


